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• COASY 遺伝子プロモーター領域の血液DNAメチル化量の測定によって、
AUC 0.84、感度71.1% 特異度88.5%の確率でアルツハイマー病及び軽度
認知障害 (MCI)を診断可能であった (図1)。

• メチル化感受性高分解能融解 (MS-HRM)法よりも簡便なリアルタイム
PCR法を開発した (図2)。

⇒アルツハイマー病を血液検査によって安全・安価に診断

・実用化 (PMDA申請)に向けた共同研究開発、新規標的の共同探索

(Kobayashi N, et al. 
Sci Rep 2020;10(1))
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